
一
、
求
紳

吋
寸
奨
品
一
淑 :1 

t番

，{t~ 
/J~; 

Jft!! 

の

儀

b 

総滋
子主 ~ 

4事
;l~f巴
}関
l古

行
句
、
高
パ

五
、
佐
官
及
び

j詩

。a b 

三E

c 

五言葉
予守 主主

d 

議

f活

失

1故

g 

-th句
¥
j
h
~号
令
斗
当

支
。
夕
刊
戸

6rf 
耳iえ:主

xf、思占
H

O
〆/

H，γね

ヤ
九
三
同
氏

。
シ
ぽ
以

a 

月記

b 

戸

c 

木、平一

て
設
に
祭
訟
の
後
品
川
〈
と
越
し
た
。
支
郊
に
於
て
は
上
代
か
ら
訟
に
一
六
一
一
路
地
祭
人
宇
の
諸
税
が
石

ふ
色
々
の
儀
典
が
存
在
し
て
居
士
。
商
か
も
誌
等
の
議
典
出
、
或
は
誌
の
鐙
に
、
或
は
務
分
か
形
を
獲
へ
た
安
で
我

共

の

結

支

郊

祭

犯

の

議

品

川

ハ

の

研

究

誌

、

研

究

に

も

役

立

つ

変

で

あ

る

G

以
下
吸
は
を
分
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サ
て
之
が
賂
訟
を
試
み
よ
う
ひ

第園開.

も

;Jミ

求
紳
一
と
は
祭
…
総
や
行
ふ
に
先
立
ち
一
一
仰
の
降
協
や
求
む
ろ
事
で
あ
っ
て
、
正
に
我
閣
の
神
降
し
に
常
る
の
で
あ
ろ
。
求
一
仰
の
方
法
と
し
て
は
、

天

紳

地

践

に

は

熔

紫

慾

壊

の

儀

典

が

あ

り

、

入

鬼

前

芥

か

ら

簡

単

に

器開
?
n
b
/
 

い
て
は
擁
壁
~
競
惑
の
儀
典
が
あ
る
。

T
J
G
 

吋

J
'

a 

芳三

ず
立
，
前

堵
4
1

る
場
介
に
蟻
仰
木
が
あ
り
、
一
地
を
的
役
ろ
場
合
に

。
。

ザ
五
け
て
る
7
b
c

警
-
v
H
K
F
T
民日
4
i香
ぺ
え
之

?ミ

i
l
V
1
v
ー
ず
/
み
点
二
ぷ
川
一
台
以
寸
ズ
了
刊
勺
て
グ
バ

の
あ
ろ

{ま

0) 

折
夜
以
い
地
也
と
一
以
ふ
の
が
え
で
あ
る
の
批
の
文
中
に
器
援
と
あ
る
は
、
一
X

ふ

一κ
ひ、

〉一九、
F

b

$

内、、

/一ー
ν
トト十

ぷ
ふ
唱
え
で

も
な
く
祭
坊
の
路
や
お
ふ
の
で
あ
ろ
の
一
向
し

る
。
矯
柴
務
担
は
斯
く
の
如
く
し
て
祭
又
祭
地
の
儀
典
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
抜
て
此
の
汗
は
来
し
て
如
何
な

之
に
就
い
て
は
務
宥
の
多
く
は
什
共
が
神
降
し
の
方
法
で
あ
る
主
主
張
し
て
ゐ
る
。
部
ら
協
約
の
許
敬
ん
一
川
は
、

χ
犠
張
、
地
姥
明
、
特
立
4

一
気
内
六
九

1
j
'
z
i
f
k
J
1〈

)
i
L
とと
J

一'
j
jけリ
l
¥
J
1
1
ト
「
ザ
e
a
y
弘
二
]
二
、

λ
J
I
L
三
九
J
一
、
日
リ
三
、

nmmν
一
則
と
言

0
1
u
Mば
ハ
ジ
付
日
入
ず
一
千
ゾ
負
担
バ
焼
却
ペ
一

J
S玄
4
R
J
Jノ

ーノ
4
A

王
子
、
ノ

。ノJ
向。

と
は
新
身
焚
く
こ
と
で
あ
わ

と
ま
笠
究
E

ト
十
二
)
足
立

Y
ノ

{
d
i
宇
一
f
u
r
Eムメ
γ

し
:

:l'i!J. 

}

〉

は
ひ
一
ヮ
ノ

l' 
Jτ 

"コ

ー

ュ

〉

ω

ー

、

〉

?
均
一

i
」

h
y
h
ハ
ツ
、
勺
/
λ
J
E

d

，

W

4

1

4

7

 

二
人
什
一
八
に
蟻
柴
桜
搾

の
湖
沼
俗
ケ
以
て
間
人
兵
身
的
ぷ
の

mw俗
に
内
ん
で

じ
て
ゐ
ろ

om人
に
央
身
向
ぶ
脅
俗
の
存
し
わ
い
こ
と
は
、

正
〆》

〉
V
P
L
F
ト
に
こ
ど
¥
;
よ
ー
は
リ
k

J

Hを
な
こ
・

7

、
ζ
j
)
a

。
交
ル
市
政

L
I
忠
j
G
r
レ
き
ょ
メ
ず
レ
iゾ

7
c
v
t凶
支
F
1
0
J
イ」

」
と
に
よ
っ
て
も
知
る

が
出
来
ろ
。
二
人
の
説
明
は
共
に
此

ω
郊
特

牲
の
文
か
ら
以
ひ
付
い
七
も
の
で
あ
ら
う
。

あ
ろ
。
加
ち
嬬
仰
木
姥
均
以
内
怜
一
試
や
一
六
地
に
一
泌
ぜ
し

ふ
心

)
L
U
7
4
や

け

え

設

1
0
3
4
M
J
t
ノ汗
t

苦

。)

め
、
伏
っ
て
以
っ
て
抑
の
降
下
や
希
ふ

中
A

h

A

小、

f
a
u
『

J

3

註

は
い
畑
一
一
い
。
清
朝
川
ω
令
鵠

ω
如
き
は

の
も
の
で
あ
る

。
イ!l
之

ーヘピ
J
J
f

仁、

t-fr
ミ
な
ま
品
設
立
)
一
三

h
a
3
一)一
I

二

λ
r
f
し
ま

J
V
t
-
J
j，
e
i
k
y
d
一律一
J
u
d
o
a一j
b

所
長
。

i
i

/、よ〉。

あ
わ
、
求
紳
の

。)

寸
4
山

h
久

、

b
t・
電

叫

r
J
i
h

い
削
し

)
二
九
い
〉
、
長
4
)

G
I
J
Jん

ぞ

点

H
L
U

る

ω
で
あ

九

ト

〉

、

b
h
ザ
、
ノ

J

1、

i
Jん
C

M

Z

M

U

C

J

ペ

の
他
と

ω

ぺ》

ー
〉
。

年
一
F

O

」ミ

は
し
め
ろ
と
、
人
出
品

hy九
術
協
叩
ャ

ー
を
ふ
J
1
t

(J) 

ノめ、

ら
う
ァ
、
だ
沖
・
車
挺
ま

i

司

一

司

，

和

二

/

日

b
K
A
4
J一
H
V
U
H叶

I
t

め
る
必

、
ノ
リ
リ
リ

れ

νuuμ

JJiナ
)
主
、
て
)

1
1
v

勺

d
替
、
〆
i寺
山
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で
あ
る
か
ら
、
改
め
て
求
紳
の
方
訟
を
談
ず
る
必
要
は
な
い
で
は
無
い
か

ら
他
と
の
比
較
h
q
調
ぺ
て
見
て
も
、
先
づ
期
総
太
宗
伯
に
は
左
の
文
が
出
て
ゐ
る
。

。:
0

0

0

0

3

0

0

以戸市仰一配刊

W
T
H民
天
上
官
件
以
…
v
v

笈
柴
J

和
二
日
月
足
以
叶
以
ニ
椋
妓
J

科
討
中
一
一
川
命
、
額
制
一
出
向
刊
以
ニ
血
祭
一
祭
一
一
杭
絞
五
配
五
獄
ぺ
円
以
日
一
貌
比
を
代
小
一

山
林
川
洋
一
刊
以
…
ユ
翻
wu
ゃ
ん
ず
四
方
百
物
一
4

以
二
時
敵
機

d~い
ず
先
王
吋
以
…
絞
食
し
一

今
キ
心
で
此
の
文
を
澄
ん
で
み
る
と
、
文
中
に
現
は
れ
て
ゐ
る
畑
一
紀
賞
ぬ
よ
絞
僚
は

ふ
の
で
あ
ろ
。
此
は
滋
烈
で
あ
る
が
、
一
見
仁
亦
文
献
の
上
か

ペ
た
矯
柴
に
首
り
、
税
泌
等
は
先
に
辿
ぺ
亡
山
内
号
制
に

常
る
。
そ
の
惑
は
組
め
て
明
か
で
あ
る
。
邸
玄
が
一
従
柴
の
寅
令
午
な
り
と
し
な
り
と
し
て
、
之
を
以
て
血
祭
の
名
と
危
さ
ん
と
す
る
が

如
き
は
元
よ
り
営
っ
て
居
'
ら
な
い
。
若
し
ん
イ
趨
ぺ
七
如
く
搾
記
、
官
紫
、
摂
肢
が
濡
一
柴
に
九
日
間
ゎ
、
烈
泌
が
践
報
に
お
ろ
と
す
れ
ば
、
一
位
に
燐
柴
山
沖
，

現
は
次
の
文
に
現
は
れ
て
ゐ
る
繍
内
川
市
部
松
館
食
と
同
格
の
も

ω
と
考
ケ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
然
る
に
此
等
誠
事
、
県
獄
、
他
尖
は
、
何
れ
も
一
仰
を
字
す

ろ
鍔
の
も
の
で
あ
っ
て
、
一
仰
や
降
す
汚
の
も
の
で
は
な
い
。
故
に
此
の
比
較
針
山
…
の
上
か
ら
見
れ
ば
、
熔
柴
熊
川
町
一
は
お
然
紳
降
し
の
方
法
で
は

な
く
し
て
、
卒
一
仰
の
方
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
ぎ
っ
て
十
日
米
の
一
向
に
以
阪
を
試
み
る
の
で
あ
る
。
金
額
の
此
の
訟
は
一
肢
は
考
慮
せ
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
特
に
二
つ
の
川
町
山
の
中
、
後
払
引
の
訟
明
は
幾
分

ω
辺
守
合
ん
で
ゐ
ゐ
校
に
も
忠
ふ
。
併
し
共
に
し
て
も
文
千
の
沿
川
の
上

に
刻
現
も
あ
り
、
特
に
前
者
の
川
一
山
に
を
か
つ
て
は
、
卒
…
く
山
本
州
引
の
誌
と
見
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
欠
校
り
古
来
の
訟
を
先
認
す
る
方
が
泊
お
で

か
ら
も
N
X
泌
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
。

あ
ら
う
b

況
ん
や
此
の
こ
と
は
後
に
越
べ
ん
と
す
る
焼
脊
の
起
訴
が
矯
誌
に
在
す
と
い
ふ
論
の
あ

b 

濯

箆

j議

J，4rl 

一
大
榊
地
一
紙
の
祭
訟
に
矯
柴
控
均
一
を
用
ひ
七
と
悶
じ
絞
に
、
入
鬼
の
祭
犯
に
は
濃
隣
}
燐
漏
密
閉
ひ
て
求
ペ
仰
の
方
法
と
し
七
。
授
と
は
般
市
般
公
で
浩

つ
七
消
で
あ
り
、
請
と
は
遼
に
殺
す
る
草
で
あ
る
。
此
の
消
在
地
に
瀦
ダ
バ
μ
の
請
や
競
い
て
、
依
っ
て
以
っ
て
入
鬼
そ
迎
へ
る
の
で
あ
ろ
。

総
認
の
郊
特
牲
者
見
る
と
、
魂
翁
齢
二
千
天
才
形
的
側
何
時
一
子
地
サ
と
出
て
ゐ
る
。
入
が
死
す
れ
ば
、
魂
は
天
に
跨
り
、
政
は
地
に
錦
ろ
?
乙
一
試
ふ
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
批
の
神
降
し
を
怨
さ
ん
が
捻
に
は
、
先
づ
駿
澄

ω
沼
会
均
に
濯
い
で
践
を
呼
び
以
人
し
、
蓬
粛
の
問
を
一
次
に
芥
ら
し
め
て

ふ
の
で
あ
る
。
一
議
一
一
撃
欝
粛
を
以
て
人
患
の
求
紳
の
形
式
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
就
て
は
、
古
来
一
人
の
ほ
(
論
宥
も

魂
を
呼
び
反
へ
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L苛

あ
る
。
党
之
に
関
税
し

へ
ら
れ
ね
ば
な
ら

c 

上
越
祭
昭
一
に
周
一
ひ
た
焼
柴
規
諸
の
風
俗
は
、
後
世
に
五
る
と
焼
脊
の
形
に
つ
て
来
た
白
人
文
郊
の
祭
秘
に
於
け
る
一
法
U
A

けの

て
は
、
清
朝
の
友
院
が
共
の
客
三
徐
後
策
の
中
に
於
て
、
祭
一
組
問
m
谷
の
一
文
を
お
げ
詳
細
に
論
じ
て
ゐ
る
。
今
非
、
の
大
要
や
兆
一
べ
て
み
る
と
、

強
敢
闘
の
持
者
一
広
に
は
、
漢
の
式
ん
恨
の
兎
持
年
間
、
設
公
約
将
軍
が
金
人
殺
そ
得
て
サ
泉
~
一
刊
に
安
援
し
、
之
に
拐
し
て
漣
待
機
拝
し
た
こ
と
が
出

て
mm一
り
、
路
谷
の
制
度
が
漠
代
訟
に
存
し
て
居
っ
た
ら
し
く
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
之
は
恐
ら
く
後
人
の
増
飾
で
あ
ら
う
。
確
定
な
「
?
文
献

に
依
れ
ば
、
焼
脊
の
初
は
、
情
書
の
般
儀
芯
に
向
て
成
る

ま
も
市
郊
問
問
常
一
伝
記
る
に
は
出
J
A
V

を
Mm
ひ
ょ
、
比
谷
は

税
ま
し
む
、

lえ

の
何
住
之
の
上
一
亦
文

く
、
北
川
沖
一
身
記
る
に
は
上
和
脊
身
刑
ひ
ょ
、
上
和
行
は
地
そ
以
て
人
に

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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ヱミ
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記 1長
1)まて
が底
111 ろ
て 0

さか
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史
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政
仇
へ
は
ま
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汀
七
品
二
台
つ

!
j
d
ト
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〉
寸
寸
4
1
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h

ザ

に
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開
成
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に
御
奈
に
奇
妙
mt
焚
い
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と

ω
で
あ
ら
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貯
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!録
。〉

。)
'
C
J
J
t
j
s
L
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T
Y
-
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β
トノ

ド
ト
九
M
A
i
ル
が
し
玄
バ
i
少
今
川
似
つ
し

の
定
制
に
な
っ
に
と
公
ふ

こ
ま
、

山
川
て
腐
り
、

、
山
中
州
小
一
例
に
は
大
~
印
公
や
御
供
八
じ
た
と
え
ふ
事
一
も
山
川

レ
ハ
コ
吟
こ
ま
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磁
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菜
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、
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一
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h
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g
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J
-
T
A
A
P
ρ
f
J

・合、、ノ〉、

到川
J
V
G
制
約
f

お
古
手
足

カミ

共

中
し
一
F

L

4

j
供

ch

t
lふ

3
p

、，t
，
‘
ぜ

の
い
各
引
の
訟
明
在
、
政
す
に
常
っ
て
、
a

h

J

A

T
勺
ノ
今

rde'dl¥Eノ

バ
ハ
て
出
M
J
V
O

ー
ノ
ネ
え
江
)

J
ι
百叶一，

M
叩

a
h
ν

て
M
h
l

均
し
て
み
七
い
。

、f
、、九ノ
p
'
s
-
2
'
1
A
)

μド
て

w
(
・ド

sei-、ιじ
ハ
ν

も
の
で
あ
ら
う
。
苅
か
る

、
一
仰
に
沼
山
北
パ
仰
や
搾
げ

ゅ
ア
交
っ
て
沖
九

:
{
:
H
q〈

幼
杯
な
考
は
太
古
純
朴
の
日
比
の
中
に
は
一
昨
然
起
・
0
来
る
川
山
知
で
あ
ろ

3010ピ
廿
者
ぃ
J
4
2
1
t
、
J40

レP
F
1
j
l
j
J
一
2
7
Z
i
-
-レ
詰

ル

1
1
υ
1
2
1
良

仁

可

「

-
L
γ
斗

T
Hー
、
I
a
t
-
-
j
J
2
4
2
1
:
Z鼻

持
議
釦
レ
出
と
九
五
ひ
m

芦
釘
砦
今

日
昨
レ
…
一
附
孔
皆
と
一
式
ひ
、
っ
川
M
M
渋
い
の
詩
に
、
山
ア
鰻
十
例

U
J
P
'タ
向

F
H
C

ミ叫

j
J
リ
-
L
Lパ
j
へ

計
支
レ
牛
肉
/
い
こ
日
才
治
封
千
戸

i
o
'ヤ
示
室
長
叩
思
ο
人一
1

・人

t
o
L
¥
仁
ム
f

け
と
ミ
下
J
T
i
」
二
寸
久

1
J
1
3
-
f

レ
金
制
作
州
都
ぷ
制
州

1
J
1
4
i
J市
上
会
ユ

lp附
429コ
ナ
し
一
u
r
l
M

一
千
長

B
V，i
!

説
隠
叩

〉
守
口
一

L
J
z
:
、

ぽ
J
q
ι

、
イ
子
三
ど
?
七
、

之
治
虫
さ
l
望
小
、
オ

4
9な
召
令
官
λ

〆

昨
レ
一
刷
版
多
。

と
え
っ
て

J

ご
山
ヤ
〉

て

ri'加
。

へ
、
内
て
以
て
己

ω
小
川
十
一
州
在
希
求
し
七
も
の
で
あ
る
。
上
代
祭
犯
の
泳
法
の

に
伏
っ
て
大
鰐
何
ひ
知

λ、

が
出
来
ろ
と
い
ぷ
ふ
。
治
左
側

ω
松
公
六
年
に
は
、
防
公
が
楚
守
伐
つ
こ
と

賢
人
が
共
町
会
て
や
誠
一
止
せ
ん
と
し
七
一
ぬ
が
載
せ
ら
れ

の
時
的
公
は
、
正
口
牧
経
世
版
。
小
川
米
山
勝
札
幌
俄
、
判
別
不
レ
伝
0

7

乙
去
っ
て
、
山
内

八

γ
は
科
一
に
釘
一
し
て
安
感
牧
栓
ナ
ゼ
十
分
ヒ
御
供
へ
し

み
か
ら
、
神
に
封
し
て
不
信
の
行
動
を
取
っ
た
と
は
公
は
れ
な
い
、

か
へ
二
出
J

ま
テ
ド
一
次
川

J

白

1
1
m
g
t
h
ぺ
1
4
2
d

ぎ
り
勺
ペ

る

L」
、

組
め
て
鋲
廿
な
中
し
保
守
怨
し
て
ゐ
る
。

同
じ
く
倍
公
五
年
に
は
、
ザ
之
官
と
一
氏
ふ
賢
人
が
瞬
、
公

金
流
め
た
話
、
が
殺
せ
ら
れ
て
加
?
っ
。
共
の
時
に
も
、
民
公
は
、

一
神
必
機
レ
我
と
去
っ
て
、

な

m 

ヨ
ケ
ま
い
叩
Y

三
二
以
ぶ
し
て

I
i
f
J
ノ

t
‘
ノ
J
T
J
タ
ノ
3
t
f
h
r

，

一~5 一一一

潔
な
御
供
へ
を
し
て
昂
る
か
ら
榊
は
自
分
会
助
け
る

あ
ろ
と
去
っ
て
ゐ
る
Q

之
に
針
し
て
訂
之
奇
は
、
鬼
神
は
人
在
校
に
親
し
む
に
非

、
或
は
君
腕
お
の
黍
殺
非
レ
婆
。

ず
、
推
れ
絡
に
長
依
る
な
り
、

っ
て
、

{ザ1
佐

と
去
ふ

中
に
見
え
る
一
川
が
、

二
J

沈
下
ν
)
告】

:
J
h
1
6
4
4ゲ

る
が
、
要
す
る
に
随
公
や

朴
一
な
上
我
人
の
考
へ
今
総
り
な
く
去
し
士
も
の
で
あ
ら
う
。

玉
川
ハ
山
一
式
乎
哉
、
ー
し
教
へ
て
舟
る
と
こ
ろ
な
ど
も
あ

孔
子
が



る
が
、
比
は
後
代
一
文
化
の
議
ん
行
後
の
数
誠
一
で
あ
る

で

/、3
0 

b 

l;Cf 
llJ 

~6 

は
、
祭
記
に
依
つ

一
は
支
出
で
あ
る
。
主
人

の
相
惑
は
あ
ろ
が

山
抗
争
}
川
市
ひ
る
と
一
一
λ

は
如
何
な
る
祭
犯
に
も
例
外
は
石
り
川
げ
な
い
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
允
ハ
の
支
出
は
果
し
て
如
何
な
る
物
を
渡
擦
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。

同
路
大
宗
伯
に
操
る
と
、
共
に
は
い
品
川
仔
ふ
れ
幣
づ
各
放
一
日
発
器
之
色
吋
と
川
て
対
一
る
。
之
に
討
す
る
第
五
一
の
伶
は
、
時
レ
神
荘
、
必
袋
二
認
知
¥
?
と
瓦

っ
て
、
祭
犯
に
御
供
へ
す
る
支
出
の
色
及
び
種
類
そ
の
数
等
は
、
何
れ
も
共
の
類
に
従
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
と
就
い
て
ゐ
る
。
崎
氏
ら
ば
そ
の
類
に
紫

る
と
は
抑
も
如
何
な
る
山
彦
味
で
あ
る
か
。
大
宗
伯
に
は
訪
の
文
の
次
に
以
ニ
芳
一
慾
d

持
レ
ベ
。
以
二
諸
問
珠
日
時
レ
地
方
、
，
y
h

涼
一
ぺ
、
誌
の
文
に
就
い
て
宋

の
楊
…
伎
は
、
壊
の
閥
き
は
一
文
の
閥
去
に
象
り
、
蒼
の
育
、
き
は
川
八
色
の
古
き
に
的
執
っ
と
も

ω
で
あ
る
、
と
説
明
し
、
一
V

へ
清
仰
心
来
志
川
は
、
玲
の
四

角
な
る
は
地
の
四
角
な
る
に
象
り
、
球
の
色
の
貨
な
る
は
地
の
色
の
克
な
る
に
象
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
云
っ
て
対
る
。
太
宗
伯

ω
所
前
各
放
二

共
器
之
仏
ゲ
と
一
辺
ひ
、
郷
訟
の
所
務
総
ν

神
者
必
象
ニ
共
額
三
と
式
っ
て
ほ
る
の
は
、
婆
宇
る
に
掛
か
る
立
味
や
一
バ
つ
に
も
の
で
あ
る
。
そ
の
外

a
F
 

M
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一
械
の
つ
兆
一
端
い
や
付
加
る
と
、
同
ト
ヤ
ド
一
布
間
味
方
け
山
花
レ
ベ
。
併
b

ド
丸
山
付
品
、
以
紀
レ
培
、
と
れ
て
民
る
。
問
主
は
べ
に
は
い
が
夏
秋
冬
ゐ
同
時
が
あ
る
か
ら

ゐ
)
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ニ
ミ
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?
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ち
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ま
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安
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m
y
一一月

4
千

/

し

て

J
d

印
ち
川
同
一
で
あ
る
か
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と
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一
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C
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U
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込
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V
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に
此

ω
ぷ
味
此
の
紘
一
判
長
以
て

例
令
必
明
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

五
円
山
守
悦
へ
る
こ
と

法

ω
で
あ
ろ
。
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あ
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f

百
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ず
い
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川
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ゐ
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こ
み
に
茶
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の
材
料
を
求
め
ら
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議
怯
も
み
は
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ザ
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が一一点
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会
平
山
ず
之
。
後
之
島
全
山
吃
と
一
辺
っ
て
ゐ
る
。
共

ω
他
山
総
叫
に
閣
す

於
市
郊
サ
共
存
パ
啓
一
ペ
と
出
て
M
や
り
、
っ
表
汀

ほ
鴎
認
な
ど
じ
も
数
多
く
川
一
て
民
る
か
ら
ち

-
F
F
a
'
 

一1

J々
J

p
k
f
は
じ
め
と
し
、

伊」
2
、
、
，
ゅ
弓
寸
断
担
ふ
レ
I

1
w
?
1
ハ

r
τ
J
4
~、
〆
イ
ゴ
ヅ

ー
を

t
a
h
-
-
e
t
J
f

に
は
ベ
子
親
砕
。

と
れ
け
て

A
り、

・2白書
S
'
w
-
E
E
S
F
J
v
d

に
純
一
戸
の
「
バ
令
い
に
も
議

そ
の
制
必
は
行
時
す
る
こ
と
に
す
る
。

d 

ii 

~j~守

←ー?

筑
紫
の
一
一
…
に
、
五
一
升
一
一
一
消
が
あ
る
。

明
一
水
と
い
ふ
一
誌
は
総
記
の
郊
特
牧
じ
見
え
て
ゐ
る
が
、
そ
の
閥
的
水
に
就
て
の
制
服
去
の

し
て
ゐ
る
。
上
代
に
於
い
て
は
、
こ
の
明
水
お
旬
以
て
一
仰
に
捧
ぐ
る
大
切
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
一
仰
の
議
附
仰
せ
ら
る
』
に
一
去
っ
て

か
ら
は
、
元
消
そ
以
て
紳
に
供
へ
る
こ
と
と
な
り
、
更
に
後
代
に
五
る
と
、
此
応
に
公
ふ
五
燐
一
一
一
泊
在
供
?
っ
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の

、
中
、
五
舛
と
は
一
に
之
持
と
致
ひ
、
こ
に
憾
所
と
い
ひ
三
一
一
に
議
所
と
い
ひ
心
問
に
殺
殉
と
い
ひ
、
五
に
泌
対
と
云
ふ
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
五
つ
の

も
の
は
い
づ
れ
も
潟
浦
で
あ
る
。
又
一
一
一
泊
と
い
ふ
の
は
二
に
事
活
と
…
式
ひ
、
一
一
に
昔
消
と
公
ひ
、
一
一
一
に
清
一
泊
と
え
ふ
の
で
あ
っ
て
、
此
等
は
い

づ
れ
も
悦
法
一
消
で
あ
る
。
そ
の
中
、
泣
い
舛
と
は
成
っ
て
持
浮
ぷ
広
々
一
然
た
り
と
あ
る
か
ら
二
校
沼
の
浮
い
も
の
、
隣
舛
と
は
織
と
は
憾
な
り
、

ザ
雪

成
っ
て
汁
と
浮
と
相
将
ふ
と
あ
り
、
米
粒
の
ま
行
倒
れ
ず
に
ゐ
る
も
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ま
た
一
次
消
。
品
紘
一
介
と
は
浮
の
大
分
解
け
て
悲
円
台
に

な
っ
'
た
も
の
今
の
も
ろ
み
慨
所
と
は
成
っ
て
紅
赤
、
今
の
下
消
な
り
と
い
ふ
か
ら
ど
ぶ
ろ
く
、
沈
一
角
又
は
没
沼
と
は
浮
が
沈
ん
で
上
波
が
川
市
水

た
も
の
で
あ
る
。
弐
に
事
消
と
は
、
郡
一
慌
に
有
惑
の
消
、
今
の
楼
消
な
り
と
あ
り
、
変
沈
に
は
各
綴
し
て
存
成
る
と
あ
る
か
ら
、
持
終
の
存
消
で

寺
け

あ
ら
う
。
又
背
消
は
今
の
説
、
久
尚
一
泊
、
所
都
議
機
也
と
あ
る
。
一
夜
一
泊
の
般
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
一
三
ば
消
と
は
、
今
の
中
山
の
冬
践
し
て
芝
に
接

し
て
成
る
も
の
と
あ
る
。
中
山
は
消
の
名
所
で
あ
る
。
対
一
し
て
こ
の
濁
一
点
、
と
清
消
と
に
就
い
て
は
郊
特
牧
に
沿
明
す
る
所
が
あ
る
。
所
く
り

如
く
後
じ
は
こ
の
五
弾
一
一
一
一
泊
が
榊
に
捧
げ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
七
の
で
あ
る
が
も
其
で
も
合
最
初
の
一
冗
消
と
明
水
と
は
依
然
と
し
て
得
道
せ

ら
れ
て
ゐ
亡
。
故
に
郊
特
牲
に
於
い
て
は
、
一
的
関
之
英
、
玄
消
明
水
、
命
安
二
五
味
之
本
一
也
と
い
つ
で
あ
る
。
次
に
此
の
五
一
角
は
宋
の
陳
氏
の
説

明
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
祭
抱
に
五
奔
あ
る
は
以
て
之
に
紳
事
す
る
な
り
と
一
式
ふ
。
此
の
も
の
が
妥
閣
の
御
神
消
の
起
訴
た
る
は
去
ふ
ま
で

問
の
抵
泌
は
明
水
か
ら

vh
と
一
流
は
れ
て
ゐ
る
。
に
は
、
一
一
川
…
低
以
二
段
錦
ペ
所
レ
取
ニ
於
月
刊
す
ん
水
と
説
明
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も
な
い
。
命
後
代
に
変
る

E

に
泊
五
と
m
併
有
す
る
殺
人
令
定
め
て

e 

E
F十
i

h
ザ
ι

け
Mm
，
4
-
h
H
β

為

f
e
ミ

J

J

O

G
-全
車
料
訪
中
グ
ヌ

に
よ
っ
て

々
そ
の
物
争
閥
抗
に
す
る

0) 

い
て
一
例
身
事
げ
て
み
よ
う
。

鈷
丈
は
同
一
で
あ
る
。
今
一
大
地
の

午
二に
従
っ
て
ん
γ
二
そ
出
ひ
亡
の
で
あ
る
。
叉

J

O

L

C
ナ
宇
品
一
、
ノ

7

生
j

一
{
一
。

地
点
ザ
祭
る
場
合
を
辿
ペ

怖
怖
の
教
で
あ
る
か
ら
共
の

と
出
て
ゐ
る
omWJ
牲
と
は
赤
い
色

ω牛
で
あ
り
、
効
牧
と
は
黒
い
色
の
牛
で
あ
る
c

と
は
古
来

ω
完

り

で

あ

る

が

、

快

足

の

ろ

が

如

く

む〉

b
r
L
ご
〉

J
R
Z
/
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ら
せ
七
も
の
で
あ
る
G

い
づ
れ
も
前

べ
た
そ
の

に
袋
一
る
と
い
ふ

0) 

いヘ
J

待
主
0
1
C
引

け

て
J

トはり

三

/
i
t
f

一-
A

i

-

-、
-
g
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、
ノ
》
、
》
持
ゆ
、
、
J

ま
J
Y一
会
主
主
ノ
ru

{ま

ザ

}
J
t仇

あ
る
が
、
一
は

げ
て
特
を
問
一
ひ
、
二
は

)

4

k

こ
ま
J
U
H
a
勿
氾
見
誇

'khg
ノ
一
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:
己
1
d

通
S
H
K
2
5
/
一o
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F
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/
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を

/
1
1
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こ
ま
ぞ
L
B
レゥ
ι

む
島
市
戸
二
塁
宇
ザ
諒
レ
ナ
ん

G) 

の
色
は撒
者
除
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も
あ
~
る
。
拭
に
鴎
訟
の
楚
一
誌
に
は
、
迷
不
ν
箔

近
不
ν
泌
弘
次
け
4

7

C
山
川
て
ゐ
る
。

以
上
が
犠
牧
に
悶
ず
る
大
路
で
あ
る
。

f 

料
一
に
供
へ
る
免
r

況
の
五

一
花
開
閉
す
る
で
あ
ら
う
が
、

t
ド
し
、
ノ

仏
u
Y

ハν

る。

-
}
4
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f
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わ
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J
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A
3
h
u
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斗

4

ろ
。
掠
て
此
の
後
五
に
如
何
な
る
も
の
や
感
り
向
つ
七
の
で
あ
る
か
。
時
記
郊
特
牧
に
は
、
~
之
品
也
。

一
小
下
救
出
町
内
議
味
{
孤
立
巾
多
け
品
川
所
円
以
交
こ
於

u一
切
吋
之
義
組
。
と
出
て
ゐ
る
。
詩
艇
の
刀
川
市
栄
保
、
の
討
や
見
る
と
、
子
以
宋
レ
出
子
レ
社
。
子
以

mレ
之
。
公
役
之
説
。
と
出
て
泊
り
、
同
じ
刀
川
市
一
記
号
制
似
の
泣
に
は
、
子
以
一
公
レ
旗
。
市
部
之
涜
。
子
以
采
レ
務
。
子
二
彼
行
法
ペ
と
山
川
て
ゐ
る
。
此
附
…
ザ

の
繁
一
・
滅
多
誌

ω如
き
水
不
が
主
と
し
て
常
代
の
後
一
品
之
官
と
な
っ
て
ゐ
七
も
の
で
あ
る
。
友
体
の
路
公
三
年
や
見
る
と
、
君
子
之
官
と
し
て

有
在
一
二
明
信
竹
約
渓
治
時
之
モ
。
強
祭
出
滋
之
茶
、
.
り
レ
附
W
L
r
山
崎
紳
サ
?
と
山
川
て
ゐ
る
。
水
草
な
ど
は
卑
詳
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
作
も
心
に
明

へ
あ
れ
ば
、

る
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に
於
て

る
も
の
は
袋
入
で
あ
り
r

、…ー

る
者
は
賠
人
で
あ
っ
亡
。

る
の
に
特
別
の
役
人
身
定
め
て
い
的
っ
た
。

而
し
て
袋
に
間
後
之
官
と
い
ひ
、
ぷ
に
間
一
以
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入
、
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し
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h
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ド

同
行
一
火
山
引
な
ど
で
見
る
と
、

此
の
各
々
に

る
の
泌
並
び
に
認
の
賓
は
一
叶
な
り
多
く
の
種
類
が

で
あ
ろ
。

列
県
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
併
し
此
等
は
川
川
代
文
化
の
盛
に
な
っ
て
か
ら
後
の

で
あ
っ
て
、

上
代
の
姿
一
は
矢
張
詩
松
左
停
な
ど
に
見
え
る
水
藻

一一-9 ~一一

な
ど
を
、
不
と
し
七
組
め
て
質
撲
の
者
で
あ
っ

去
の
ム
ご
っ
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心
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}
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は
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ゎ
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l
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メ
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坑
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町
民

y

特
に
宗
樹
の
祭
に
於
て
は
必
ら
ず
此
の
認
を
供
へ
る
。

せ
で
あ
る
も
の
は
所
前
祭
肉
で
あ
る
が
、
宮
は
品
目

を
、
況
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
は
交
際
の
別
が
あ
る
。
殺
の

λ
々

同
ひ
、
問
の
人
々
は
お
そ
問
ひ
て
出
る
。
大
綴
身
較
の
前
部
は
後
部
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よ
り
も
良
い
。
話
し
て
山
泣
き
も
の
を
祭
る
に
は
貴
い
骨
を
以
て
し
、
援
し
い
人
を
祭
る
に
は
践
し
い
や
な
以
て
す
る
の
は
、
祭
統
に

ん
一
角
レ
活
者
以
レ
台
怨
レ
主
。
好
青
み
民
経
誌
は

λ
完
レ
練
、
舟
入
賞
レ
同
mc
凡
路
支
一
一
於
後
一
延
一
在
所
'
品
川
抗
的
弘
小
之
必
有
一
レ
惑
迎
。
全
故
責
点

交
合
吋
践
者
取
二
校
骨
サ
市
民
者
不
レ
章
一
‘
践
者
不
レ
成
、
一
子
均
也
。
窓
均
別
政
行
。
政
行
賄
事
成
、
事
成
期
功
立
。
功
之
所
二
以
立
日
夜
、
不
レ
可
レ

不
レ
知
也
o

延
宥
所
ザ
AhM
坊
主
叩
之
必
均
4

塩
。
答
免
レ
政
者
如
レ
此
。
故
日
見
ニ
政
事
之
均
一
一
治
、
八
総
記
祭
税
〉

と
え
っ
て
ゐ
-
る
の
は
此
の
十
日
の
制
度
告
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
一
部
に
供
へ
た
殺
は
、
一
悠
小
川
り
経
っ
た
後
に
ほ
姓
の
人
々
、
汗
く
は
特
別
関

係
の
人
々
、
或
は
又
下
の
人
々
に
分
っ
と
一
五
ふ
こ
と
が
例
で
あ
る
c

見
婚
の
大
宗
伯
に
、
以
レ
朕
緩
レ
之
、
徳
一
二
親
υ
ん
弟
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闘
。
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こ
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泊
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の
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友
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の
姦
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、
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の
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一
時
パ
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桜
公
に
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賜
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て
一
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子
石
に
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叫
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よ
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一
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出
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祭
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あ
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、
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に
犬
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公
有
ド
車
二
雑
踏
付
税
制
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者、
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て
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は
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あ
る
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あ
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、
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あ
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伐
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祭
器
の
山
市
、
一
上
一
な
る
も
の
は
議
ー
は
で
あ
る
T
Q

の
こ
と
は
溺
織
の
機
器
に
本
J

忠
誠
二
ク
一
成
叶
竹

-U3一
之
議
?
と
誠
司
し
て
ゐ
る
か
ら
も
之
島
山

代
の
比
九
け
か
ら
祭
犯
と
し
て
市
ひ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
時
記
明

続
名
す
れ
ば
、

べ
き
で
あ
ら
う
。
一
印
し
て
此
の
一
位
は
3

品
川
伎
に
は
瓦
后
氏
以

品
作
の
秘
仏
外
の
線
共
の
川
市
に
就
て
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
何
一
滑
の
没
閉
す
る
主
こ
ろ
に
よ
れ
ば
掲
と
は
制
に
就
い

府
隊
長
警
?
と
山
川
て
ゐ
る
。
一
印
し
て
こ
の
栂
延
長

7
J
A

比
九
主
悦
で
ま
な
く
し
て
、
~
…
h
r

う
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1
(
f
i
-
-
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J

ー
と
は
苑
の
簡
に
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点
と
ご
〉
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ひ
二
・
ゆ
均
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r
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J
R
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祭
一
殺
の
第
二
に
ほ
一
時
ザ
ー
が
あ
る
ρ

牛
の
般
守
し
て
ゐ
る
消
ゆ
待
感
る
持
で
あ
る
。

こ
と
も
あ
る
が
、
持
は
勿
命
蚊
と
犠
と
の

常
通
か
ら
で
あ
ろ
。
き
て
曾
と
は
持
に

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
犠
一
容
が
消
を
入
れ
る
持
で
あ
る
の
は
明
ら
か
だ
が
、
悦
と
は
抑
何
で
あ
ら

1
2
1〆

う
か
。
御
一
玄
は
犠
の
苛
仁
ゲ
沼
市
政
何
一
切
、
加
ち
仰
と
一
式
っ
て
ゐ
る
。
一
印
し
て
更
に
説
明
身
出
へ
て

叫
品
川
引
い
は
在
来
不
可
解
L
」
せ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
宋
の
閣
情
仔
に
至
っ
て
始
め
て
考
没
さ
れ
た
。
共
は
楚
の
凶
で
は
、
土
俗
午
の
た
な
る
も
の
令
沙

A
3
6
1
〆

っ
た
か
ら
、
大
き
な
ん
γ
の
意
で
あ
ら
う
と
公
ふ
の
で
あ
る
J
」
の
説
明
に
よ
っ
て
一
た
づ
鄭
友
の
こ
れ
岳
山
川
と
す
川
け
し
た
珠
山
は
川
ら
か
に
な

r
p
i
i

、

と
い
っ
た
が
、
貯
し
泌
を
盛
る
祭
恥
に
何
段
牛
h
f
m
ひ
た
か
と
い
ふ
怠
味
は
卒
一
く
不
可
解
で
あ
る
。
法
人
は
い
い
ふ
、
っ
排
す
こ
と
は
見
の

ぺ
婆
安
然
、
と
云
っ
て
ゐ
る
。
こ
の

事
で
あ
る
。
排
す
こ
と
は
牛
に
依
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
氏
一
説
明
の
誌
も
大
な
る
祭
胞
に
牛
に
問
附
す
る
祭
山
伐
を
川
一
ひ
た
の
で
あ
ら
う
か
J

一と。

人
が
戦
法
放
漁
一
で
あ
っ
て
は
祭
犯
や
し
て
科
に
仕
ふ
る
こ
と

侮ーャ 11←一一伊

又
誠
弁
は
い
ふ
官
{
i

牛
は
動
物
中
最
も
援
活
で
は
一
つ
従
制
限
な
る
も
の
で
あ
る
。

は
出
来
な
い
。
故
に
祭
犯
を
な
す
も
の
は
先
づ
以
て
牛
の
章
一
辺
一
に
壌
ぶ
と
こ
ろ
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
此
が
祭
持
一

あ
る
。
い
と
。
此
等
は
何
れ
も
一
設
で
は
あ
る
。
さ
り
な
が
ら
溺
読
と
も
皆
宅
対
争
諮
れ
な
い
の
で
、
委
す
る
に
今
日
に
於
で
は
以
内
在
明
ら

か
に
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

か
ま

祭
器
の
一
一
一
に
趨
法
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
9

越
一
蹴
の
こ
と
は
機
器
の
裁
に
謀
議
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
大
崎
守
一
五
τ

へ
ば
、
一
議
球
は
議
争
以
て
作
つ

必
し
ろ

立
第
で
あ
っ
て
、
所
一
議
一
紳
一
席
と
し
て
数
一
〈
も
の
で
あ
る
。
人
認
を
遂
せ
る
も
の
は
犬
祭
に
川
づ
る
も
の
に
比
し

中
信
用
ひ
た
均
山
で

身
欠
ふ
一
袋
ひ
が
あ
る
。



放
に
此
の
銭
符
一
の
如
き
や
は
ひ
て
地
点
ザ
拾
っ
て
一
仰
や
抱
ら
ん
舟
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

ふー 12

一
心
人
身
祭
る
場
合
に
泊
ひ
る
祭
器
は

-
儀
践
と
も
明
ら
か
に

。〉

あ
っ
た
。
地
そ
祭
る
に
沼
ひ
る
祭
器
に
つ
い
て
は
、

た
も
の
で
あ
ら
う
。
人
見
ケ
怒
る
に
用
ひ
る
ん
一
不
協
の
祭
擦
は
、
天
祭
の
場
合
に
問
ひ
る

に
散
見
し
て
ゐ
る
。
天
地
の
祭
犯
に
も
或
は
此
等
の
も
の
な
郎

記
す

E
こ
ろ
は
な
い
の

ら
く
は

ん
パ
批

判

I
q

・

ノ
白
川
並

ー
タ
)
〉
も
'
、
ー
し
・

t
A
G一
O
ノ々

f

ノ

e

ひ
た
の
か
、
共
は
は
っ
胃
き
り
し
て
ゐ
な
い
。

々
の
も
の

-
A川
河

川

・:
 

る
約
一
礼
服
と
共
に
人
の
故
も
大
切
に
攻
り
扱
ふ
べ
き
も
の
と

此
百
け
は
俄
ヘ
狩
へ
、
日
如
何
な
る
食
間
に
陥
っ
た
場
ん
け
に
も
之

て
ゐ
た
。
故
に
如
何
な
る
境
遇
の
者
で
も
、
少
く
と
も

て
4
T
H
U品
H

b

よ
い
、
、
『
吋

タ/ろ品川
J
L
F
l

る
こ
と

れ
な
か
っ
た
。
部
し
て
芳
し
不
要
と
な
っ
た
時
に
は
、

之

や

械

さ

ん

こ

と

な

恐

れ

て

、

、

点

は

之

争

地

に

の
、
君
子
嫌
レ
会
、
不
レ
制
約
二
怒
沼
ぺ
雌
レ
山
治
不
レ
次
み
小
川
似
刊
(
山
政
〉
祭
際
敏
郎
焚
レ

る
。
此
は
我
が
閣
の
mm
併
も
時
間
税
む
と
思
ふ
。

iま

火

山

中

そ
の
こ
と
は

の
出
搬
な
ど

め
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
亡
。

れ
一
一
小
出
版
別
均
一
レ
之
。
〈
向
上
)
の

ど
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ

)jl~ 

マ九

J
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タ
均
出
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い
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。
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、
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去
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令
仁
絞
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ゐ
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は
例

ヴ
で
み
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の
も
料
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J
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h
T
泉
后
に
と
っ
た
一
の
場
合
で
あ
る
が
、
務
一
り
泉
后
に
削
除
ら
ず
、
認
候
・
郷
・
え
犬
の
犬
人
も
凡
て
ん
バ
ポ
肢
を
つ
く
る
事
や
以
て
婦
人
の
豆
大

な
る
天
織
と
考
へ
て
ゐ
ゃ
ん
。

ご
ま
か

祭
服
の
用
ひ
方
に
関
す
る
籾
な
対
一
定
は
周
般
の
司
慌
に
見
え
て
ゐ
る
。
共
に
よ
る
と
、
児
一
λ
上
官
身
代
一
以
る
場
合
及
び
五
ん
併
守
山
公
ろ
場
合
に

は
、
っ
天
子
は
大
変
…
や
服
し
て
箔
す
る
。
党
一
公
φ

ぜ
い
け
干
す
る
場
合
に
は
繁
一
日
泊
す
る
。
凶
空
一
山
川
や
祭
る
場
合
に
は
始
以
泊
す
る
。
枇
成
五
船
守
的
公
る
場

合
に
は
純
一
見
す
る
。
群
小
抱
や
祭
る
時
に
は
絡
は
す
る
。
い
と
あ
る
。
ベ
子
の
奈
川
胤
は
元
米
は
十
二
山
け
い
の
も
の
で
あ
っ
た
。
十
二
取
と
は
け
・

月
・
孫
よ
り
足
。
除
・
山
・
法
λ
市
議
・
宗
務
・
蕊
・
火
・
粉
米
・
締
・
献
で
あ
る
。
こ
の
J

円
、
け
よ
り
唯
品
に
到
る
六
右
は
次
に
拙
い
た
様
様
で
あ
り
J
ぷ

葬
よ
り
献
に
変
る
ふ
ハ
将
は
尖
に
つ
く
っ
た
刺
繍
で
あ
る
。
こ
の
制
肢
を
泊
ひ
て
ゐ
た
こ
と
は
、
害
総
の
谷
川
慌
の
篇
の
明
示
す
ろ
所
で
あ
る
。

さ
て
此
の
十
一
は
何
者
象
徴
し
た
も
の
で
あ
る
か
。
こ
の
内
、
日
・
月
・
是
反
の
さ
ツ
は
そ
の
明
に

E
り
、
山
は
仰
ぐ
に
と
り
、
誌
は
鑓

問一一 13一一}

化
に
と
り
、
川
市
議
は
維
で
あ
っ
て
そ
の
文
に
と
り
、
は
示
制
の
球
樽
で
あ
る
が
、
そ
の
一
一
味
得
に
は
虎
と
雄
ヘ
手
一
一
民
狭
)
と
や
浸
い
で
あ
る

か
ら
、
部
も
虎
は
そ
の
般
に
と
り
、
維
は
そ
の
有
に
と
り
、
藻
は
広
平
で
恭
お
と
同
じ
く
そ
の
文
に
と
り
、
火
は
日
月
け
が
一
反
と
同
じ
く
そ
の
明

に
と
り
、
粉
米
は
白
米
で
あ
っ
て
そ
の
潔
に
と
り
、
総
は
斧
で
あ
っ
て
そ
の
簡
に
と
り
、
献
は
揺
の
こ
と
で
あ
っ
て
君
出
離
合
の
近
辺
に
と
っ
た

の
で
あ
る
。
一
印
し
て
此
等
十
二
本
告
祭
服
に
描
く
の
は
、
仁
震
の
心
を
一
外
へ
、
行
ひ
脅
諜
ま
し
め
ん
が
忽
の
戒
め
の
立
に
外
な
ら
ぬ
と
去
ム
。

斯
く
の
如
く
、
元
来
は
、
天
子
は
十
二
本
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
府
の
一
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
こ
の
内
日
・
月
・
足
一
い
ほ
の
一
一
一
ツ
は
旋
焼

に
用
ひ
る
こ
と
と
な
り
、
祭
限
か
ら
は
取
り
除
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
か
く
て
間
以
後
の
天
子
の
か
、
服
は
た
y
九
京
を
貯
ひ
た
の
み
で
あ
る
o

mし
て
九
本
を
用
ひ
た
祭
服
を
変
と
い
ひ
、
七
本
の
祭
械
を
驚
と
い
ひ
、
五
本
の
も
の
や
誌
と
い
ひ
、
一
ニ
ネ
の
も
の
や
稀
と
い
ひ
、
次
に
文

な
く
た
y
裳
に
の
み
献
を
刺
繍
す
る
一
本
の
肢
を
玄
と
去
っ
た
。
渇
し
て
祭
の
大
小
に
よ
っ
て
そ
の
用
ひ
る
服
抜
を
呉
に
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
一
六
子
の
祭
践
に
つ
い
て
そ
の
説
明
の
大
殺
を
翁
し
了
へ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
諸
技
・
卿
・
大
夫
に
も
亦
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
が
存
し
た

の
で
あ
る
。
繁
に
な
る
の
で
之
争
各
く
。

踏



イコ

ザ

7
ま
¥
J
L
K
誌
で
~
ま

ノソ

1
l
'
4
J
t
4
k

いコ
l
E

ーでの
λ
v
o

一一'-i4一一明

b
弘、

nur--4raj
、

タ
/A4
初
如
、
ナ

/
A
F
-
-
d一

し
は
外
践
に
い
似
る
『
い
と
七
日
、

に
祭
犯
の
円
か
ら
数
ふ
れ
ば
十
一
日
前
に
此
の

主
務
等
の
誇
籍
者
始
め
と
し
、
他
の
経
典
に
も
散
見
し
て
対
ろ
が
、

者
集
に
し
て
教
に
路
設
し
て
み
七
い
と
関
心
ふ
c

斧
と
は
抑
々
如
何
な
る
窓
味
で
あ
る
か
。
祭
統
は
之
に
就
い
て
、

の
粉
紳
h
q
統
一
集
中
し
、
山
っ
て
以
て
精
神
の
終
身
致
し
、
紳
に
交
は
ら
ん

}
と
に
依
っ
て
始
め
て
紳
一
切
に
交
は
る
を
件
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

{ま

に
M
W
る
弔
}
?
ど
二
二
円
、
供

に
は
敬
一
角
と
武
一
対
と
が
あ
っ
た
。
故
死

の
間
九
万
を
援
し
み
心
争
点
恭
し
く
し
て
界
の
渋
態
に
民
る
の
で
あ
る
。
比
比

、き

ろ
も
の
は

九
)
一
h
u
h出
1A民

'V人
主
々
し
・

v
ぅ
、
主
「

o
d能
J
Z
F
.タ
バ
ス
3
.

っ
て
出
る
か
ら
、

-
J

め
7
0
0

、
作
'
レ
不
レ
究
、

以
致
レ
列
者
也
c

と
一
式
っ
て
ゐ
る
。
人
間

p

ヘ
ノ
・
、
J
G
f
f
u
'

‘1
ノ

n
H
'

・
J
A
m
-
k
u
s
eれ
H
J

、ノ

U
f一1
9

R

一
夜
明
ペ
止
く
り
女
〈
[
可
ふ
れ
や
O
告
さ

で
、
弁
者
精
川
一
之
五
也
、
然
後
可
申
以
交
ュ
於

紳
明
日
拘
凶
ひ
と
公
っ
て
Mm
る
。
漏
ハ
は
か
:
勺
怠
味
安
有
す
る
も
の
で
£
ろ
か
ら
、
此
の
ん
が
ぞ
治
す
間
は
、
共
の
人
の

、，、，ノ
之
。

ー』
}

l

ム
}
川
山
川

ト
U
宅

一

1
'手
、
人
対
日
山
中

る
。
心
不
二
初
慮
ぺ
必
伏
こ
於
泣
ぺ

し
に
も
の
で
あ
る
。
故
に
訟
に
拷
せ
ん
と
す
る
宥
以
、
又
出
絡
に
公
っ
て
知
る
如
く
、
列
有
一
小
レ
禁
不
レ
引
。
と
一
千
ム

、ー、
J

Z

今主;‘，

h
i
j
1
1
J

、、
E
f

心
一
什
い
い
判
定
荏
耕
J

O
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え
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一
仁
3
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T
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F
L
J
L
J
Y久
、
ふ
ろ
、
あ

J
/

ー
を
斗
ベ
ル
ト
也
f
i、
h
ι
J
/

い
。
築
せ
ず
と
は
め
H
数
売
約
し
て

ふ
こ
1

乙
で
あ
る
。

る
こ
と
を
せ
な
い

、
弘

¥

凶

守

)

あ
り
、
市
せ
ず
と
は
J

引
に
行
つ
て
心
身
悲
し
ま
し
め
な

る
者
の
心
す
べ
き
事
は
税
わ
此
の
み
で
は
な

ザ叫‘、
J
1ノ
計
一
什
ザ

弓
ぺ

O
申
ね
引

ω
で
あ
心
G

い
お
味
一
ω
紛
れ
る
も
の
も
亦
入
の
心
や
範
す
の
故
金
以

'ho、
yw
治

に
数
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く
見
え

ぅ
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持
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ん
間
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で
、
以
て
榊
切
に
交
ら
ん
と
す
る
の
が
い
外
の
窓
味
で
あ
る
。

散
縦
パ
一
も
致
一
角
も
共
の
精
一
仰
に
於
て
は
舗
は
る
所
は
な
い
。
唯
致
胤
ハ
は
粒
切
の
徳
を
殺
す
と
一
以
ふ
靴
仰
に
於
て
共
の
名
を
件
た
る
が
如
く
、
川
以

も
厳
満
に
行
は
な
け
べ
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
邸
、
散
一
角
に
北
し
で
は
更
に
特
別
の
心
掛
や
必
要
と
す
る
。
祭
義
の
品
川
す
る
所
に
依
れ
ば
、

殺
一
持
者
怨
す
者
は
徹
顕
微

Mm北
の
心
身
会
ら
る
ど
仰
の
身
の
上
に
向
け
て
援
く
可
き
で
あ
る
と
し
て
い
仰
る
。
忙
し
ハ
の
問
山
仰
や
忠
ひ
、
江
八
の
ル
一
次
説

者
間
ω
ひ
、
共
の
心
一
念
品
吾
川
山
ひ
、
北
ぺ
の
叩
州
市
し
む
所
安
息
ひ
、
共
の
暗
む
一
川
身
?"ω
ふ
ば
き
で
あ
る
と
去
っ
て
知
る
。
致
U

外
A

一
…
日
の
出
は
此

ω
如
く

し
て
心
身
祭
ら
る
土
料
に
捧
げ
て
賠
る
の
で
あ
る
。
数
一
に
加
践
と
公
ひ
、
失
説
、
と
一
五
ひ
、
中
一
ゆ
立
、
と
公
ひ
、
所
叫
州
市
と
一
氏
ひ
、
所
増
と
公
っ
て
対

る
の
は
、
設
初
に
粗
な
る
所
、
…
般
的
な
る
所
か
ら
、
漸
次
精
な
る
所
、
兵
鶴
的
な
る
所
に
思
ひ
返
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
此
く

ω
如
く
し
て

榊
と
己
と
の
ん
口
…
や
謀
ら
ん
と
し
て
対
る
の
で
あ
る
。

}日 15一一

あ
ら
ん
み

我
が
闘
に
於
て
も
祭
に
先
立
っ
て
散
ぃ
外
投
祭
主
公
ふ
こ
と
が
行
は
れ
て
対
る
。
散
祭
に
や
川
る
も
の
身
荒
忌
と
公
ひ
、
ル
パ
一
一
介
に
作
川
る
も
の
を

い
品
川川
何
回
と
決
っ
て
抗
る
。
荒
川
以
・

h
A誌
の
期
間
は
、
祭
ら
る
み
一
糾
の
大
一
胤
・
中
配
・
小
犯
に
依
っ
て
犬
々
の
杓
注
が
あ
る
が
、
此
の
間
に
於
け

る
心
掛
表
く
は
行
事
に
烹
つ
て
は
略
散
一
外
致
究

E
同
一
で
あ
る
。
一
柳
紙
令
義
の
一
広
す
所
に
伏
れ
ば
、
此
の
聞
は
一
伎
や
引
ひ
、
約
や
問
ひ
も
白
ハ

ゃ
ん
民
ひ
、
部
殺
し
ゃ
判
し
、
菅
川
川
市
を
怒
し
、
機
感
の
事
に
輿
か
る
や
祭
ず
る
と
一
式
ふ
こ
と
に
な
っ
て
討
る
。
奈
く
散
灼
・
設
斤
の
粉
一
別
で
あ
る
。

以
上
地
べ
た
邦
一
は
主
と
し
て
宏
樹
の
祭
犯
に
行
は
れ
ろ
も
の
や
述
べ
亡
が
、
資
は
溺
り
宗
ん
協
の
祭
犯
に
於
て
の
み
な
ら
ず
、
此
の
外
天
守

代
以
旬
、
、
地
告
祭
り
、
市
郊
北
郊
や
祭
句
、
引
く
は
大
等
部
・
百
一
帝
や
祭
る
場
合
等
に
於
て
も
、
執
れ
も
十
日
間
の
持
や
行
ふ
の
で
あ
ろ
。
一
杭

川
械
の
祭
、
日
月
の
祭
、
間
類
・
五
一
紳
・
閥
的
況
・
山
川
等
の
祭
に
於
て
は
、
十
日
の
一
汗
を
用
ひ
ず
、
一
一
一
日
の
一
角
を
以
て
し
て
知
る
。
共
等
来
期

以
外
の
祭
、
に
於
け
る
舛
に
就
い
て
は
、
金
制
術
の
求
古
銭
総
訟
の
一
死
必
繁
実
の
後
下
に
お
々
詳
し
く
論
じ
て
い
成
る
。
共
の
文
は
友
の
如
し
。

天
子
宗
樹
四
時
之
祭
、
・
誌
怒
皆
鴻
パ
十
日
。
冬
豆
腐
丘
祭
一
レ
天
、
変
烹
方
浮
祭
一
レ
地
、
実
月
祭
ニ
荷
郊
↓
中
月
祭
♂
記
郊
叶
仲
夏
大
川
サ
レ
窃
、
季
秋
大

譲
二
帝
子
明
設
勺
武
冬
一
紀
f

H

五
出
羽
一
水
門
会
一
丹
十
日
。
仲
ぷ
仲
秋
祭
二
散
毅
一
春
秋
分
割
引
レ
ロ
タ
レ
丹
、
血
小
一
回
類
五
一
例
間
受
山
川
之
祭
一
各
ハ
ー

日
マ
ヘ
山
間
一
時
一
諮
乞
泌
耕
レ
識
及
群
小
組
枠
山
立
レ
一
針
。
薬
取
1

・
有
レ
一
同
三
和
弁
一
南
省
一
二
年
一
角
一
期
、
約
十
倍
二
百
二
十
日
ズ
求
高
鋒
総
説
究
必
縫
食
)
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革
、
仕

及
び
一
弾
、
モ

と
あ祭
る語5
(J) ~ニ
が於
此て
で之
あを
る
。り ilW
行
j、

a 

る
役
人
は
税
で
お
ろ
。
我
践
の
神
宮
に

る
者
で
あ
る
9

郊
持
牲
に
、
一
Y
神
的
水
也
。
税
将
レ
命
也
。

税
一
の
制
度
は
可
な
り
本
γ
け
に
於
て
存
夜
し
七
も
の
で
あ
ら
う
。
疫
子
の
中
に
も
一
段
に
、
戸
税
協
品
川
週
一
一
小
レ
代
ν
之
。
と
出
て
ゐ
る
。

問
機
の
ハ
止
な
る
所
に
よ
る
と
、
税
に
は
大
級
小
説
が
あ
り
、
又
女
艇
が
あ
る
。
大
説
小
説
の
こ
と
は
お
す
の
部
に
出
て
結
り
、
女
艇
の
こ
と

は
天
地
官
の
部
に
出
て
ゐ
る
の
こ
の
外
、
紛
の

の
付
い
て
ゐ
る
も
の
と
し
て
は
、
郊
に
宍
脱
・
旬
説
・
札
制
等
が
あ
ろ
が
、
史
料

は
裂
の
紛
で
あ
り
旬
脱
は
兵
の
紛
で
あ
り
、
説
縦
一
は
m

況
の
川
純
で
あ
っ
て
、
仕
ハ
に
祭
、
械
の
説
と
は
務
係
が
な
い
か
ら
放
に
は
省
絡
し
よ
う
。

の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
小
説
は
小
祭
配
に
鴎
係
の
あ

}
〉
、
ノ
L
ヒ
ゆ
主
〉
日
円
J

内'こ

t
o
G
中
h
u
t
y

手、

qJJ
仁

扱
以
上
場
げ
た
大
説
小
説
の
中
、
か
〈
説
は
五
日
の
内
げ
の
祭
拠
、
内

る
も
の
で
あ
っ
て
、
共
に
祭
犯
の
僚
と
し
て
は
納

な
じ
得
る
か
ら
、
以
下
専
ら
大
級
百
け
に
就
い
て

す
れ
ば
、

あ
る
が
、

ll[若

て
み
よ
う
。

大
似
の
仕
事
の
一
仁
、

い
ふ
こ
と
が
あ
ろ
。
ナ
一
守

j式

4
}
1
ν
J
L
 

、、
J
A

山、

J

J

t

t

 

求
す
る
危
の
税
制
お
句
作
る
こ

あ
ろ
。
六
一
脱
と
は
、

四
日
化
説
、
正
川
崎
鋭
、
六
日
英
耐
で
お
り
、
郡
司
法
の

あ
り
、
古
一
説
は
一
蹴
終
身
祈
る
こ
あ
り
、
化
説
は
列
二

…
け
腿
鋭
、

説
明
に
よ
れ
ば
、
阪
税
は
終
年
空
前
る
こ
と
で
あ
り
、
年
説
は

め
る
こ

や
新
ゐ

川
河
記
ま
華
寺
崎

ーやz
，一一
H
け

E
j
g
t
E
7
明

H
H
H
E
r
l

.<‘ 
<-?棒

、-

3

J
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B
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一
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乙
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い
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明
か
に
な
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な
い

v
h
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J
e
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F
u
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迭
は
側
一
身
役
一
す
に
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~) 

ろ
ら
し
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も
の
で
あ
る
が
、
共
の
後
に
鬼
神
一
不
在
は
く
す
る
?
と
一
で
か
こ

b
n
)

バそくよー
ωιν
〉
志
向
う
え
)

J
0
4ん
ハ
ツ
丹
市
計
ふ
批

O
沢
川
グ

11U

つ
で
あ
ろ
。
は
ニ
鬼
一
四
千
と
は
、
こ
の
山
地

一
洲
一
不
が
不
和
の
場
合
に
は
六
嵐
が
現
れ
て
符
や
危
す
と
い
ふ
息
抜
か
ら
、
之
守
調
和
す
る
怠
味
で
あ
ん
の
で
あ
る
。

の
さ
に
、
作
ニ
ム
ハ
酔
ぺ
以
一
鴻
二
上
下
税
減
速
近
ザ
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
。
之
は
以
下
説
明
す
る
や
う
な
種
々
の
文
京
や
作
っ
て
、
そ

で
あ
る
。
六
併
と
は
恵
け
一
川
、
二
け
命
、
一
一
一
日
誌
、
関
川
合
、
五
日
時
、
六
日
認
で
あ
ろ
。
こ

大
似
の

れ
に
よ
っ
て
忠
弘
一
刀

;
i

、
、

:
j
(

ヘ
グ
ド
、
一
川
と
主
主
ha
で
匂
〉
〉

CA--H13手
令
ぞ
う
t

E
f
-
-
t
話一寸法一

JψfdW一
市
首
A

か

ま

話
大
詰
等
の
誌
で
あ
る
。
舎
は
舎
は
駁
替
の
僻
で
あ
り
、

い
隊
?
と
疏
い
同
一
と
の
関
係
泣
く
は
遠
近
の
繍
の
関
係
争
ふ
初
ず
ろ
も
の
で
あ
る
。

大
似
の
仕
事
の
悶
に
妹
二
六
抗
日
?
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
。
六
抗
と
は
、
…
川
榊
獄
、
二
日
山
地
流
、
一
一
一
日
示
抗
、
山
川
牧
説
、
五
円
滑
'
鋭
、
六

日
幣
鋭
で
あ
る
。
一
例
抗
争
}
緋
ず
る
と
は
長
天
上
舟
と
い
ふ
神
競
争
心
丸
め
る
こ
と
で
あ
る
。
山
地
獄
な
緋
ず
る
と
い
ふ
の
は
弘
樹
約
某
と
い
ふ
絞

な
こ
と
を
定
め
る
一
一
こ
と
で
あ
り
、
ポ
銃
身
緋
ず
る
と
い
ふ
の
は
心
士
山
ぜ
定
め
る
こ
と
で
あ
り
、
牧
枕
iq
緋
ず
る
と
い
ふ
の
は
犠
牲
に
つ
い
て

牛
羊
等
の
名
者
定
め
る
こ
と
で
あ
る
。
議
銃
身
排
ず
る
と
は
黍
械
の
名
を
定
め
る
こ
と
で
あ
り
、
幣
放
な
緋
ず
る
と
い
ふ
の
は
幣
出
の
名
を

命
と
は
命
令
で
あ
る
。
似
へ
ば
者
経
楽
仲
之
命
微
子
之
命
の
初
で
あ
る
。
の
成

あ
り
、
誌
は
諒
献
で
あ
る
。
之
h
q
作
っ
て
泌
先
?
と
子
孫
技
び
に
判
明
し

一一-17 

定
め
る
如
き
こ
主
で
あ
る
。

大
統
の
仕
事
の
五
に
、
妹
二
九
祭
日
と
い
ふ
の
が
あ
る
。
九
祭
と
は
、
一
日
命
祭
、
二
け
ん
仰
祭
、
三
け
治
祭
、
問
け
山
川
祭
、
五
け
心
松
山
九
小
、
六

同
鶴
一
祭
、
七
H
総
祭
、
八
日
総
祭
1

九
日
共
祭
で
あ
る
。
九
祭
に
つ
い
て
の
説
明
も
明
か
で
は
な
い
、
鄭
一
副
長
は
命
祭
よ
り
均
祭
に
五
る
ま

で
の
も
の
は
祭
鬼
榊
胤
で
あ
り
、
振
祭
か
ら
廿
一
ハ
祭
ま
で
の
も
の
は
主
人
祭
主
之
純
一
で
あ
ら
う
と
い
っ
て
ゐ
る
が
、
郊
玄
は
九
っ
と
も
生
人
祭

実
之
一
般
で
あ
る
と
い
っ
て
ゐ
る
。
要
す
る
に
ど
の
祭
に
は
何
を
食
ふ
か
を
定
め
る
こ
と
や
や
?
に
も
の
で
あ
ら
う
。

大
耐
の
仕
事
の
ふ
ハ
に
は
、
鉾
九
換
と
持
ψ

十
け
さ
い
ふ
の
が
あ
る
。
九
換
と
は
、
…
川
一
務
官
、
二
日
頓
首
、
一
一
一
け
定
首
、

m
m
u
振
動
、
五
日

中
一
泊
謀
、
六
日
凶
操
1

七
日
八
日
褒
換
、
九
日
蔚
換
で
あ
る
。
こ
の
中
波
首
と
は
拝
し
て
一
刻
の
地
に
五
る
こ
と
で
あ
り
、
額
一
首
と
は
務
ー
し

て

顕

の

婚

や

叩

く

こ

と

は

哀

働

の

協

の

如

く

態

度

を

動

か

す

こ

王

、

ま
真
一
〉
底
二

1
1
n
d
r
G
J
J
3
t
 

る平
}
7
r

」、

、J3
A
7

、1
1
ノ
e
r
h「
3

6
一場
/
C
O
S
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日一一層

変
不
枚
以
下
の
人
々
の
擦
で
あ
り
、
凶
惑
と

あ
わ

主
主
え
し
て

i
uも
打
ド
，
n
1

守

の
時
は
践
と
し
た
の
そ
対
の
時
授
が

、、しょ
μ

0) 

ロ
ド
・
口
以
作

1
ノ

ん
「
誌

M
G

あ
り
、

こ
と
で
あ
る
。
こ
の

し
た
の
で
あ
る
c

iま

る
こ
と
で
あ
り
、
褒

る
の
も
あ
る
c

る
に

の
人
々
の

は
光
づ
膝
を
屈
し
て

し可
が~、

は
、
役

る

、

-J句
母
二
、

J
L
U弘
、
ノ

ι
j、4
μ
J
/

一耐に
U

る

て
ゐ
る
所
に
よ

味
古
と
も
え
ひ
、

へ
る
こ
と
、

の
前
い
や
助
け
る
こ
と
、

あ
る
が
，
こ
の
外
同
憾
に

誠
に
張
る
こ
と
、
或
は
祭
誌
を
陳
列
し
、

hrwwnの
戦
分
f

ザ

F
A刀
こ
そ
ノ
c

j

J

O

き
じ
て
苅
〉

主
2
1
7一
J
r
F
r
y
-

，w詑

H
L
一川船し

靖
之
は
は
一
七
、
j
L
M
ム』
w

吋

f

コ

1
J
タ
/
一
山
市

G
'
d
4
1
1
t
z
a，

、Bノイ
h
T
&刊
守
・
4

hu
仁
子
ノ

寸
心
。

蹴

i百z

戸
川
い
我
協
の
カ
タ
シ
り
で
あ
る
。
出
雅

ω

主
1
C
M
作
す
る

?

-

J

q

p

J

b

タ

γ
C
M
M
、
y

旬
以

μ
μ
γ
H
r
k
y
ルヤム
4

}

み
」
問
、

話
革
法
ネ
才
、
，
t
l

日
/
版
協
と
出
て
ゐ
ろ
。

京
一
之
政

h
l
p
h
A
斗
/

っ
て
ゐ
る
。
此
の

は
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と
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あ
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〉

亡

〉

-
J

〉

C
7〉

1
7
4
z
f宅
O

V

J

d

き
れ
ば
こ
そ
郊
特
牲
に
は
戸
を
訟
明
し
て
ゴ
料
集
f

也
い

小
品
子
際
文
公
ト
一
に
孔
子
の
亡
く
な
っ
た
時
の
話
が
山
川
て
ゐ
る
。
持
の
時
、
・
子
遊
壮
一
…
ザ
先
輩
の
門
人
法
は
孔
子
や
死
せ
り
と
す

る
惑
を
遺
憾
に
忠
ひ
、
同
じ
門
人
仲
間
の
有
去
が
虫
人
に
似
て
ゐ
ゐ
と
こ
ろ
か
ら
、
孔
子
に
仕
ふ
る
所
以
な
以
て
山
伯
仲
お
に
仕
へ
ん
容
や
は
か

つ
七
誌
が
出
て
ゐ
る
。
川
く
、
背
宥
孔
子
制
収
、
・
・
・
・
子
変
e

子
間
以
@
子
慈
、
以
f
J

一
心
句
作
れ
似
二
設
人
足
以
ド
以
レ
率
二
孔
子
一
一
事
長
之
、
川
州
、
二
智
子
石
川
子

円
、
不
可
。
江
成
以
液
レ
之
、
秋
陽
以
恭
レ
之
、
情
九
三
千
、
不
レ
バ
J

レ
市
川
口
。
八
総
支
'
公
上
〉
此
の
誌
は
九
M
M

々
以
て
戸
と
い
ふ
も

ωλ
起
泌
に
闘
す
ろ

説
明
と
見
る
本
が
出
来
る
。
印
も
一
兆
芥
や
死
弁
と
し
て
考
ふ
る
事
守
欲
せ
ゴ
る
人
的

ω
滋
採
が
此
の
制
度
な
ル
ャ
一
ん
む
も
の
で
あ
ら
う
。

梯
州
市
川
の
高
允
体
全
見
る
と
山
允
が
時
の
文
成
常
に
上
市
し
仁
統
文
が
出
て
ゐ
る
。
常
時
人
が
死
ぬ
と
戸
や
立
て
る
、
共
に
幾
多
の
鉢
符
が

生
じ
た
も
の
と
見
、
ヘ

-T弘
何
V

へ
之
払
工

1

、
島
三
主
、
刀
1

・
品
叶
わ
だ
二
話
J
3
H
旬、、

手
D
r
/
1
j
レ

PI

バ
ニ
手
口
川
1
7
1
?
干し辛子一ャ孫々
心

-tJAI-市レぃ、ド
i
r
L
ミ一・
154
、主、
L
U
」〆

F
q
o

長同町山
U
ハ

Erイ
土
器
二
詩
M
W
京
一
一
五
二
一
並
立
五
一

と
言
っ
て
ゐ
?ο
。
此
等
は
勿
論
流
弊
告
の
み
論
じ
恥
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
公
民
一
口
j

の
起
泌
や
小
説
明
す
ろ
に
え
る
傍
流
で
あ
る
と
川
山
ふ
。

戸
の
恕
泌
が
斯
く
の
如
、
き
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
祭
似
の
中
、
入
山
地
そ
れ
ぷ
る
に
此
の
制
度
の
存
す
ろ
一
惑
は
似
め
て
合
然
で
あ
ら
う
。
故
に

ん
が
阪
の
祭
に
戸
々
立
て
る
一
帯
は
、
出
総
士
民
総
共
の
他
務
多
の
明
文
が
出
て
ゐ
る
。
今
此
等
に
よ
っ
て
戸
の
選
び
方
争
調
べ
て
み
ろ
と
、
何
れ

も
祭
ら
る
ふ
者
の
孫
や
以
て
戸
と
お
し
て
ゐ
?
O

。
而
し
て
子
供
は
如
何
な
る
場
合
で
も
父
の
戸
と
沿
7
0
一
惑
を
…
刈
訂
さ
れ
な
い
。
出
践
の
中
に
、

人
前
一
求
ニ
貌
知
者
「
事
レ
之
邦
文
一
川
川
ぺ
必
…
好
如
二
夫
妻
4

k
f
I
Jぃ
u
h
v
y
f
ザ

hHι

、

一/
γ

子
立
与
b
J

，κJ叫
ヴ

食
二
人
子
山
荘
・
・
・
ん
小
胤
不
レ
設
レ
戸
。
と
公
ひ
、
叉
、
同
じ
出
械
の
別
の
山
地
に

日
、
君
子
抱
レ
孫
不
レ
抱
レ
子
。
此
一
一
一
一
F
孫一川
4
2
1
以
筋
二
五
矢
戸
一
子

一一一 19一一

ミ

ア

j

f

ヘ
守
リ
、
ζ
↓・4

ペペ
m
L
れ
れ
ど
品
上
d

主
ニ
ノ
プ
ャ
f

で
あ
る
。

っ
て
居
る
の
が
去
で
あ
る
。
何
故
に
戸
に
は
孫
を
以
て
し
て
子
守
以
て
し
な
い
か
G

祭
ら
る
λ

者
の
孫
は
炊
…
ん
ろ

山
山
と
系
!
と
式
出
連
安
司
じ
く
し
、

i

i

i

i

1

4

1

 

父
と
子
と
は
昭
穆
を

7
3
0
 

、
J
'

孫
そ
以
て
戸
と
翁
し
之
に
父
が
事
へ
ろ
と
公
ふ

入。〉l立

い
て
穂
…
…
認
の
祭
絞
は
、
夫
祭
之
辺
、
孫
一
%
二
王
矢
戸
↓
所
レ
使
レ
危
レ

一
両
子
供
、
が
父
ふ
司
令
の
道
を
明
か
に
す
る
所
以
で
あ
る
。
之
一

戸
弘
拍
車
於
二
祭
者
二
十
J

守
一
也
。
父
北
関
瓶
一
一
挙
レ
之
、
所
一
品
川
糾
明
二
子
事
レ
父
之
道
一
也
。
此
父
子
之
倫
也
。
と
訟
明
し
て
即
応
ろ
。



~一一 20…一

制
策
し
戸
七
る
ペ

能
一
で
あ
る
か
ら
別
に
治
虫
の

は
、
人
を
し
て
孫
や
抱
か
じ
む
る
の
で
あ
ろ
。

早

ザ7
1
 

る

あ
る
。
一
こ
の

。)

引
リ
仁
、
一
〉
車
二
、

ね
い
ド

J
1
m
/
f
u
I庁
3

1

t

於
一
同
姓
一
一
吋
也
。
と
説
明
さ

る
c 

ぴ
亥
の
仕
に
つ
く
こ
と
、
次

-斗J
-
W
1ノ巴
M
Y
V
b

，
4

岬

p
、
主
{
t
t
M

レム

Gμ
什

μ

グ〆
U
ρ
y
A
l
r
中

M
V

七

ご
し
い
件
、
小
、
。

〆

v

バ
砂
ハ
プ

J
j
予
U
V

け
け
)
コ
ま
ん
一
一
く
ぶ
つ
こ
と
ρ
i
J
も
ど
ち

Z

い
h
u
o
j
-
g
t
l

アザ一
J
i
1ノ
拾
い
/

r

b

，[/. 
ンゐ酔

}' 
7，e 

く
る。

こ
の
出
身
湯
川
以
と
い
ふ
G

ク1
クj

A

司

、

&

ぺ

守

's

bJM
ムトノ

っ
て
令
ゐ
の
は
こ

に
、
必
使
こ
川
知
(
性
J

と
一
以
っ
て
ゐ
ら
の
は
こ

ω

と
甘
ん
が
怨
で
あ
る
。

C) 

人
了
、
バ

1

乃一
L
リ

HA

主
え
J
J

品、

/
l
i
u
t
iノ
/
し

F
A
j
i吐
j

k

l
ミ

ず
そ
の

抗
争
之
に
対
ゐ
る
。

る

"a 
J、

る
べ
き
人
の
無
か
ヴ

右
に
述
べ

'llJ 

-
)
h
v
p

晶、

(;;t 

い
。
そ
の
場
合
に
は
如
何

仁
子
く
y
c
系
ポ
J

/イ

A

f

z
・
1

じ
く
す
る
同
姓
の

る
の
で

〉父、

¥
j
f
z
し

τ
つり
k

U

)

ー
し
二

1
i

、

γイ
2

ヱベ
J

仁
ト

必
有
レ
戸
。
戸
必
以
v

孫
c

孫
坊
則
氏
一
人
抱
一
レ
之
c
P

士、

r
-
~
:
H
H
U
T
~

品
川
μ
ハ

/
h
.
7
1
3、ゾ
s
i

d
r
L
2
3
1
i
f
3
1
J
 

る
こ
と
な
ど
が
第
一
段
と
し
て
行
は
れ
る
が
、
こ
れ
迄

二ヘ↓、
C

E
h
F
A
 

(% 

町
立
」
し
コ

J

1

F

J

W

1

1

J

 

、E句司戸

二
立
、
月
コ
〉

:
f村い
J
《

y
z
o

な
し
て

ω
戸
合
問
ひ
、
女
で
あ
わ
ば
十
人
の
H
j

岳
山
ひ
ら

る。
1m 
し

ω
戸
φ

守
立
て

こ
ま
系

kty一
丈
一
し
す
戸
三
)
と
な
く
、

ー

ゼ

J
e
t
-下
i

〆

y

f

i

J

-

v

h

，

J

あ
ちp

/:) 

O 

4

J

J

4

1
刈じ

rt」

i
1
ノ
，
s
t
E
j
ノ
'
v

‘
J
J足、

9

3

F

、h
-

ァ、、

日比〓、仁川
H
U
L
A
Y
-
ζ
J
お

じ
n
n
J
J
、日
M

U

M

S

、

〉
F

立
山
内
"
工
k
h
y仏
、

fL

一一y
n
t
1
7
t
/々
i
t
z
M
A
t
u
t

7
乙
一
以
ふ

L
し
ま
が
い

A
j
r町
川
》
刊
行
せ

ψ
3

ニトえコ

i
t
手

Jf/
才
、

6144JI--hν

P

ご
り
ひ
、

ふ
こ
と

Y
C
1ト
1
1
6
J
G

#

f

E

L

九

7
L

J11r!1 

主。)

で
あ
る

o
yが
役
し
て
ゐ
る
か
、

/~ 

jノ、

ル
ム
仏
れ

3

7

f

亡
、
し

tを
λ
e
a
I
j
ノ

s
J
h
J
J
V

て3

九
)
ぬ
は
む
ち
)
、

zhリ
与
℃
可
)
手
い
h
f
w

U
J品川
町
ザ

J

A

M

-

口一
U
U
行
什

J
1
i
山

O
B
J
J
t

'
h

、
命
、
、
》
wi

》
、
ノ
じ
F

M
W
く
ハ
治
CM
さ
と
も
心
て

ろ
が

Jl訴

7
Hふ
、

1U1
吋

J
l
v

〆〉。

は
務
訴
は
去
が
い
成
人

ω

'
J
む

p
，
 

、、
J、、二

川
ー
ま
そ
バ
均
二
立
し
亡
い
川
け
こ
む
ふ
4

〉

1
i

，Jf
aミ

a

f

L

d

'

f

、，A
E

S

W

亀

1
1

‘ー、
j
a
-
-
4
/
L

、
.，."、

?c 

s
a
g
，，f
 

〆主、

治
川
戸
咋
一
以
」

ふりい一一子や

y
v

f
v
u
H
Iぺ
8
1
u
、

〉

o

v
/
?
 

(ま

ー

以

上

ω如
く
戸
と
え
ふ
も
の
は

T 

H
H
V

〉

7
4
J
h
)

山

H

い
い
士
活
竺
一
4
0

L主

ゃ
ん
畑
山
崎
に
す
み
の

〉

G

町一/場

ィ:ぷ

人
I
U
)

を
よ
ト
こ
ま

ノ長一ハ
ν
タバ

J
ク
l
i

へ
て
み
る
と
、
戸
の
制
以
人
定

ω

いに
1
H
M
4
J
L
一
ド
¥
山
山
山

J
i
i
/
/

〈

ノ

恥

口

引

汁
ハ
ト
a

j

f

v

け
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T
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♂

j
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t
t
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時
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、
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ωyω
制
は

h
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、

チ
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B
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立
っ
て
、
自
レ
府
以
前
、
ベ
地
宗
瓶
一
枇
稜
一
切
炊
一
令
子
、
九
皆
立
レ
戸
、
案
模
以
降
、
中
楽
期
無
と
去
っ
て
ゐ
る
が

は
年
ろ
例
外
で
あ
ら

一一 22
う
。
狩
野
博
十
一
は
い
え
郊
壌
の
中
に
戸
に
践
す
る
右
各
な
研
究
な
銭
安
せ
ら
れ
ミ
ー
天
地
枇
稜
な
配
る
場
合
に
必
ず
人
世
倍
以
て
之
に
限
立
し
て
ゐ

る
。
阪
に
人
身
一
概
卒
す
る
が
放
に
此
に
戸
を
別
ひ
七
も
の
で
あ
ら
う
の

れ
て
ゐ
る
が
、
結
か
に
此
ち
…
つ
の
似
所
得
た
る
そ
め
一
八
は
な
い
。

の
時
一
山
仰
の
中
に
は
、
一
一
一
代
之
純
一
也
。
民
共
出
レ
之
0

・・・・同

一
代
以
来
一
段
に
此
の
紛
が
あ
っ
七
三
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
儲
総
の
統
タ
純
を
見
る
と
、
街
説
変
説
が
そ
れ
ん
¥
別

ω職
務
に
常
れ
ノ
て
ゐ
る
む
山
内
総
サ
恒
常
ぶ
自
然
の
結
果
、
斯
く
も
川
代
に
於
て
す
ら

前
代
の
も
の
れ
ぞ
肘
ひ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
し
て
見
る
と
、
税
と
崎
川
…
の
関
係
に
あ
る
戸
に
就
て
も
、
品
川
八
総
身
保
ぶ
の
結
果
府
代
公
民
一
ま
に

変
戸
股
い
ノ
を
用
ひ
た
で
あ
ら
う
と
一
一
パ
ム
事
が
考
へ
ら
れ
る
。
従
っ
て
瓦
投
時
代
一
段
に
立
は
/
の
制
の
あ
っ
た
事
が
推
祭
出
米
る
の
で
あ
吋
勺
。

戸
は
斯
く
の
如
く
上
代
に
ル
ル
刊
の
制
が
あ
っ
た
が
、
後
に
は
此
の
前
も
亡
び
て
ゐ
ろ
。
坊
位
ハ
の
設
切
に
よ
れ
ば
、
此

ω
制
は
案
浅
川
以
後
仁
び
仁

と
A

一
一
向
っ
て
ゐ
る
が
、
共
は
少
し
一
九
日
ひ
渦
グ
で
あ
っ
て
、
少
く
と
も
戦
開
に
吟
て
は
治
存
じ
に
ふ
質
例
は
あ
?
の
。

以
父
リ
ヂ
敬
レ
必
乎
。
彼
将
円
、
敬
一
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